
二
四

木
村
蒹
葭
堂
の
周
辺
か
ら
次
世
代
の
画
家
た
ち
へ

中
　
谷
　
伸
　
生

は
じ
め
に

　

木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六

－

一
八
〇
二
）
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
（
二

〇
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
水
田
紀
久
著
『
水
の
中
央
に
在
り　

木
村
蒹
葭
堂
研
究
』

（
岩
波
書
店
）
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
論
じ
よ
う
と
は

思
わ
な
い
の
で
、
き
わ
め
て
簡
略
に
述
べ
て
お
く①
。
大
坂
夏
の
陣
で
戦
死
し
た
後
藤

又
兵
衛
基
次
の
子
孫
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
木
村
蒹
葭
堂
は
、
大
坂
北
堀
江
で
酒
造

業
を
営
み
な
が
ら
、
本
草
学
を
中
心
に
し
つ
つ
、
詩
書
画
を
学
び
、
古
今
東
西
の
書

籍
、
金
石
、
絵
画
そ
の
他
の
骨
董
や
博
物
標
本
類
の
収
集
に
努
め
、
版
本
の
出
版
に

も
情
熱
を
注
い
だ
浪
華
の
文
人
で
あ
る
。
文
人
画
家
と
し
て
は
、
鶴
亭
、
池
大
雅
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
を
学
び
、
い
わ
ば

実
験
的
な
絵
画
制
作
を
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
制
作
は
、
南
蘋
派
（
広
く
長
崎

派
）、
大
雅
風
文
人
画
、
明
清
の
中
国
絵
画
な
ど
多
様
で
あ
る
。
そ
う
し
た
流
派
を
跨

ぐ
と
い
う
作
風
は
、
比
較
的
流
派
に
縛
ら
れ
な
い
と
い
う
大
坂
画
壇
の
画
家
ら
し
い

特
質
で
も
あ
っ
た
。
蒹
葭
堂
の
名
前
は
全
国
各
地
に
知
れ
わ
た
り
、
浦
上
玉
堂
や
浜

田
杏
堂
、
そ
し
て
近
江
出
身
の
鳥
羽
石
隠
ら
を
は
じ
め
、
あ
ち
こ
ち
の
文
人
墨
客
と

親
交
を
重
ね
、
蒹
葭
堂
の
住
処
は
、
い
わ
ゆ
る
文
化
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
溜
り
場
と
な

っ
て
い
た
。

一
　
蒹
葭
堂
と
そ
の
周
辺
の
画
家
た
ち

　

こ
こ
で
は
蒹
葭
堂
の
肖
像
画
に
つ
い
て
、
有
名
な
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
作
の

谷
文
晁
筆
《
木
村
蒹
葭
堂
肖
像
》（
絹
本
著
色
・
大
阪
府
教
育
委
員
会
蔵
）
が
す
ぐ
さ

ま
思
い
浮
か
ぶ
が
、
こ
の
肖
像
画
に
描
か
れ
た
笑
う
蒹
葭
堂
の
表
情
が
注
目
さ
れ
、

蒹
葭
堂
と
い
う
人
物
は
、
い
つ
も
豪
放
磊
落
に
笑
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推

測
さ
れ
も
し
た
。〈
笑
う
肖
像
画
〉
は
江
戸
時
代
で
は
珍
し
い
。
文
晁
に
よ
る
肖
像
画

は
蒹
葭
堂
没
後
に
遺
族
の
依
頼
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
、
財
産
没
収
後
の
苦
難
に
満
ち
た
後
半
の
人
生
を
思
い
や
っ
て
、
遺
族
か
ら

「
笑
っ
た
顔
」
で
描
い
て
欲
し
い
と
依
頼
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
の
蒹

葭
堂
の
肖
像
画
と
し
て
は
、
文
晁
の
作
品
を
墨
の
み
で
写
し
た
文
政
十
一
年
（
一
八

二
八
）
の
春
木
南
湖
筆
《
木
村
蒹
葭
堂
像
》（
紙
本
墨
画
・
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術

館
蔵
）、
そ
し
て
、
版
本
『
蒹
葭
堂
雑
録
』
巻
一
の
挿
絵
と
し
て
版
画
化
さ
れ
た
森
徹

山
筆
《
木
村
蒹
葭
堂
肖
像
》（
墨
摺
木
版
）
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
作
者
の
森
徹
山

（
一
七
七
五

－

一
八
四
一
）
は
、
大
坂
の
写
生
派
画
家
で
あ
る
。
こ
の
版
画
に
よ
る
肖

像
画
で
は
、
文
晁
と
は
異
な
っ
て
、
口
を
閉
じ
て
目
を
細
く
し
た
謹
厳
実
直
と
で
も

い
う
べ
き
顔
貌
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
蒹
葭
堂
の
別
の
一
面
を
仄
め
か
す
よ
う
で
も

あ
る
。
蒹
葭
堂
は
、
豪
放
磊
落
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
謹
厳
実
直
な
人

物
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
版
画
の
版
木
が
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
遺
さ
れ
て
い
る②
。

　

さ
て
、
こ
れ
以
外
に
、
大
阪
の
菅
楯
彦
（
一
八
七
八

－

一
九
六
三
）
が
描
い
た
《
蒹

葭
堂
肖
像
》【
図
1
】
が
か
つ
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
公
開
さ

れ
た
こ
と
が
な
く
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
図
は
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
十
一
月
に
高
島
屋
蒹
葭
堂
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
蒹
葭
堂 

遺
墨
遺
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図 1 　菅楯彦《蒹葭堂肖像》

品
展
覧
会
」
図
録
の
巻
頭
を
飾
っ
て
い
る③
。
文
晁
の
《
木
村
蒹
葭
堂
肖
像
》
を
模
し

た
絵
画
で
あ
る
が
、
楯
彦
は
、
文
晁
の
肖
像
画
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
羽
織
の
紐
の

先
を
描
く
と
と
も
に
、
指
先
を
絡
ま
せ
た
蒹
葭
堂
の
手
を
想
像
し
て
描
き
加
え
て
お

り
、
そ
こ
に
は
楯
彦
ら
し
い
お
お
ら
か
さ
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
文
晁
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
楯
彦
で
は
、
い
く
ぶ
ん
顎
が
縦
長
に
引
き
伸
ば
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
晁
の
肖
像
画
に
合
わ
せ
て
、
画
面
右
上
に
「
大
正
丙
寅
晩
秋

菅
原
楯
彦
畫
」
の
墨
書
と
「
菅
原
楯
彦
」
の
朱
文
方
印
が
見
ら
れ
る
。「
丙
寅
」
は
、

大
正
十
五
年
、
つ
ま
り
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
に
あ
た
り
、
そ
の
秋
に
描
か
れ
た

作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
点
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
に
よ
る
高
川
文
筌
筆
《
木
村
蒹
葭
堂

肖
像
》（
紙
本
墨
画
）
を
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
、

不
明
な
点
が
多
々
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
蒹
葭
堂
追
善
の
た
め
の
絵
画
で
あ
ろ
う
。

文
筌
は
、
文
晁
の
蒹
葭
堂
像
を
摸
写
す
る
や
り
方
で
、
墨
線
の
み
の
肖
像
を
仕
上
げ

た
。
上
部
を
半
円
型
に
し
た
小
画
面
に
肖
像
を
描
き
、
そ
れ
を
一
回
り
大
き
な
台
紙

に
貼
付
し
て
、
そ
の
台
紙
、
つ
ま
り
肖
像
の
周
辺
に
建
部
綾
足
（
凌
岱
）（
一
七
一
九

－
七
四
）
の
万
葉
仮
名
に
よ
る
長
歌
「
蒹
葭
堂
袁
称
閉
哥
」
の
文
言
を
朱
書
き
し
て

い
る
。
肖
像
の
下
部
に
「
辛
丑
九
月
椿
篤
甫
録
」
の
朱
書
き
と
「
椿
山
」
の
朱
文
長

方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朱
筆
の
詩
文
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

に
椿
椿
山
（
一
八
〇
一

－

五
四
）
に
よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
半
円
形
の
画
面
左
下
の
裏
面
に
「
文
筌
写
」
の
墨
書
と
「
文
筌
」
の
白
文
楕

円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
落
款
が
裏
返
し
に
見
え
る
。
師
の
文

晁
に
遠
慮
し
て
裏
に
落
款
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
天
保
十

二
年
は
、
蒹
葭
堂
没
後
四
十
年
に
あ
た
り
、
追
善
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
文
筌
の
蒹
葭
堂
像
も
ま
た
天
保
十
二
年
作
と
い
っ
て
よ

か
ろ
う
。
高
川
文
筌
は
、
文
晁
の
門
人
で
、
本
姓
は
高
川
あ
る
い
は
三
上
と
名
乗
り
、

通
称
は
半
蔵
で
あ
る
。
信
州
松
代
の
真
田
家
に
仕
え
、
長
崎
に
行
き
、
周
辺
の
風
景

を
描
い
て
い
る
。
洋
風
画
家
で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
長
崎
地
図
を
も
描
き
、
一
八
五

八
年
頃
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
蒹
葭
堂
と
交
流
し
た
画
家
た
ち
を
採
り
上
げ
る
と
、
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
に
蒹
葭
堂
は
、
六
十
五
歳
の
最
晩
年
の
絵
画
《
墨
梅
図
》
を
描
い
て
い
る
が
、

そ
の
鋭
角
的
な
墨
線
に
よ
る
梅
の
描
写
に
つ
い
て
、
松
浦
清
氏
は
、
京
都
の
伊
藤
若

冲
（
一
七
一
六

－

一
八
〇
〇
）
の
絵
画
と
の
類
似
を
示
唆
し
て
い
る④
。
若
冲
は
天
明

八
年
（
一
七
八
八
）
正
月
の
天
明
の
大
火
に
よ
っ
て
焼
け
出
さ
れ
、
大
坂
に
避
難
し

て
蒹
葭
堂
宅
を
訪
れ
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
か
ら
十
年

（
一
七
九
八
）
の
間
に
制
作
さ
れ
た
《
諸
名
家
合
作
（
松
本
奉
時
に
依
る
）》
に
お
い

て
も
若
冲
と
合
作
を
試
み
て
お
り
、
蒹
葭
堂
と
若
冲
の
関
係
を
裏
づ
け
る
。
二
人
の

関
係
を
示
す
《
諸
名
家
合
作
（
松
本
奉
時
に
依
る
）》
紙
本
墨
画
淡
彩
・
一
一
一
、
〇
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×
六
〇
、
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
お
い
て
は
、
蒹
葭
堂
と
若
冲
の
ほ
か
、
森
狙
仙
、

皆
川
淇
園
、
長
沢
芦
雪
、
月
僊
ら
の
大
坂
、
京
、
尾
張
へ
と
広
が
る
文
人
た
ち
二
十

三
名
と
の
合
作
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
に
、
蒹
葭
堂
の
絵
画
は
、
素
人
芸
で
稚
拙
で
あ
る
と
い
う
の
が
通
り
相
場
で

あ
る
が
、《
花
蝶
之
図
》（
絹
本
着
色
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
を
見
れ
ば
、
画
家
と

し
て
の
実
力
が
予
想
以
上
に
高
い
こ
と
と
、
中
国
文
化
に
対
す
る
学
識
の
手
堅
さ
に
、

改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。《
花
蝶
之
図
》
右
下
に
は
「
撫
清
人
鄭
山
如
設
色
於
澄
心

斎
中
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
清
人
の
鄭
山
如
、
つ
ま
り
沈
南
蘋
の
弟
子
で
あ
っ
た

来
舶
画
人
の
鄭
培
の
画
に
撫
っ
て
、
蒹
葭
堂
の
画
室
澄
心
斎
の
中
で
描
い
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。《
花
蝶
之
図
》
で
は
、
赤
い
若
葉
を
つ
け
た
海
棠
と
、
紫
の
花
を
咲
か
せ

る
朝
顔
、
そ
れ
に
止
ま
ろ
う
と
す
る
胡
蝶
を
描
い
て
い
る
。
鮮
や
か
な
色
彩
を
施
す

丁
寧
な
細
部
描
写
は
、
無
地
の
背
景
か
ら
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
お
り
、
こ

れ
ぞ
ま
さ
し
く
長
崎
派
の
作
風
で
あ
る
。
蒹
葭
堂
は
、
初
期
の
時
代
に
師
の
鶴
亭
か

ら
南
蘋
風
の
長
崎
派
を
学
ん
で
い
る
が
、
最
晩
年
に
ま
た
長
崎
派
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
注
目
す
べ
き
は
、
最
晩
年
に
長
崎
派
風
の
写
実
的
技
法
の
水
準
を
上
げ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
晩
年
の
蒹
葭
堂
が
、
江
戸
で
宋
紫
石
と
会
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宋
紫

石
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
橋
爪
節
也
氏
の
主
張
も
妥
当
で
あ
る⑤
。

《
花
蝶
之
図
》
な
ど
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
作
風
は
、
や
は
り
寛
政
九
年
（
一
七

九
七
）、
六
十
二
歳
の
と
き
の
《
荔
枝
小
禽
図
》
と
酷
似
し
て
い
る
。
長
崎
派
風
の
写

生
的
な
蝶
や
海
棠
の
形
態
描
写
を
見
る
と
、
両
作
品
は
よ
く
似
て
お
り
、
と
り
わ
け

海
棠
の
木
の
葉
に
見
ら
れ
る
輪
郭
の
形
態
や
葉
脈
の
線
描
な
ど
、
同
時
期
の
作
品
で

あ
る
こ
と
を
仄
め
か
す
。
こ
こ
で
は
《
花
蝶
之
図
》
を
《
荔
枝
小
禽
図
》
と
同
じ
寛

政
九
年
（
一
七
九
七
）、
六
十
二
歳
頃
の
作
品
だ
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

小
品
で
は
あ
る
が
、
蒹
葭
堂
の
《
墨
竹
図
》（
絹
本
墨
画
・
個
人
蔵
）【
図
2
、
3
】

は
、
明
晰
な
表
現
を
示
す
水
墨
画
で
、
柳
沢
淇
園
の
「
墨
竹
」
を
想
起
さ
せ
る
六
十

五
歳
頃
の
絵
画
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
絵
画
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
日
本
の
文
人
画
は
、
京
都
で
活
躍
し

た
池
大
雅
、
そ
れ
に
大
坂
毛
馬
の
出
身
で
、
や
は
り
京
都
で
活
躍
し
た
與
謝
蕪
村
（
一

七
一
六

－

一
七
八
三
）
ら
に
よ
っ
て
、
き
わ
め
て
高
い
水
準
に
到
達
し
た
と
い
わ
れ

る
。
通
常
、
彼
ら
が
日
本
の
文
人
画
の
大
成
者
と
呼
ば
れ
る
が
、
大
雅
も
蕪
村
も
、

中
国
の
文
人
画
（
南
宗
画
）
を
充
分
に
理
解
し
て
絵
画
制
作
を
行
っ
た
か
ど
う
か
は

疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
江
戸
時
代
中
期
の
日
本
に
あ
っ
て
は
、
中
国
文
化
の

移
植
は
、
ま
だ
ま
だ
混
沌
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
雅
の
作
品
に
お

い
て
は
、
典
型
的
に
文
人
画
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
も
数
多
く
あ
り
、
未
だ

中
国
の
文
人
画
を
完
全
に
咀
嚼
し
て
い
な
い
実
験
的
な
段
階
だ
と
指
摘
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
雅
や
蕪
村
の
周
辺
に
は
、
中
国
文
化
に
憧
れ
た
、
当
代
き

っ
て
の
文
人
た
ち
、
つ
ま
り
詩
人
や
画
家
を
は
じ
め
と
す
る
知
識
人
、
教
養
人
が
集

ま
っ
て
お
り
。
こ
う
し
た
文
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、
大
坂
の
文
人
た
ち
の
存
在
は

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

蒹
葭
堂
の
時
代
、
優
れ
た
文
人
画
を
描
い
た
岡
田
半
江
（
一
七
八
二

－

一
八
四
六
）

は
、
数
多
く
の
文
人
画
を
制
作
し
た
。
こ
の
時
代
に
、
文
藝
の
領
域
に
重
要
な
影
響

を
与
え
た
蒹
葭
堂
は
、
多
く
の
文
人
墨
客
と
交
流
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
画
家

た
ち
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
岡
田
米
山
人
（
一
七
四
四

－

一
八
二
〇
）
や
鶴
亭
（
一

七
二
二

－

一
七
八
五
）、
池
大
雅
や
浦
上
玉
堂
ら
の
、
い
わ
ゆ
る
日
本
美
術
史
上
の
よ

く
知
ら
れ
た
画
家
た
ち
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
数
多
く
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
一

定
て
い
ど
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
坂
画
壇
の
マ
イ
ナ
ー
な
画
家
た
ち
、
た
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と
え
ば
、
中
村
方
中
（
生
没
年
不
詳
）、
中
井
藍
江
、
松
本
奉
時
、
そ
し
て
上
田
耕
夫

ら
に
つ
い
て
は
、
研
究
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
中
井
藍
江
（
一
七

六
六

－

一
八
三
〇
）
に
は
《
福
壽
和
合
神
》（
絹
本
著
色
・
一
〇
四
、
八
×
四
五
、
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
4
、
5
、
6
、

7
】
な
ど
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
丁
寧
な
描
写
と
し
っ
か
り
と
し
た
構
成
な
ど
、

一
定
の
力
量
を
示
し
て
お
り
、
少
々
類
型
化
し
た
描
写
は
気
に
な
る
が
、
江
戸
時
代

の
絵
画
史
の
一
端
を
担
う
佳
品
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
画
面
右
下
に
「
応
需
藍
江
謹
図
」

の
墨
書
と
「
中
直
之
印
」（
白
文
方
印
）
お
よ
び
「
伯
養
」（
白
文
方
印
）
が
見
ら
れ

る
。
箱
書
（
表
）
に
「
福
壽
和
合
神 

中
井
藍
江
筆
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
藍
江
も

忘
れ
ら
れ
た
画
家
の
一
人
で
、
数
多
く
の
作
品
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
研
究
が
な
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
品
自
体
が
巷
に
半
ば
捨
て
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。図 4 　中井藍江《福壽和合神》

図 2 　木村蒹葭堂《墨竹図》図 3 　木村蒹葭堂《墨竹図》落款
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図 5 　中井藍江《福壽和合神》（部分）

図 6 　中井藍江《福壽和合神》（部分）

図 7 　中井藍江《福壽和合神》
落款

寛
政
頃
は
銭
橋
南
、
文
化
以
降
は
伏
見
町
心
斎
橋
東
で

暮
ら
し
た
中
井
藍
江
も
本
格
的
な
文
人
を
志
向
し
た
写

生
派
の
重
鎮
で
あ
る
。
そ
の
代
表
作
の
一
点
で
、
関
西

大
学
図
書
館
所
蔵
の
六
曲
一
双
屏
風
《
槙
桧
群
鹿
図
屏

風
》（
紙
本
墨
画
）
は
、
大
坂
四
条
派
の
特
質
を
明
ら
か

に
す
る
金
屏
風
だ
と
い
っ
て
よ
く
、
大
き
な
余
白
を
用

い
た
作
風
が
そ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
四
條
派
に
文
人
画

を
加
味
し
た
藍
江
の
作
品
は
数
多
く
遺
存
し
て
い
る
が
、

構
図
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
拙
い
作
品
も
か
な
り
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
の
江
戸
絵
画
史
研
究
は
、

少
々
強
調
し
て
言
う
な
ら
ば
、
江
戸
と
京
都
の
絵
画
史

と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
如

何
な
る
背
景
か
ら
生
じ
た
の
か
、
そ
し
て
、
大
坂
画
壇

の
研
究
が
大
き
く
立
ち
遅
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
に
よ
る
大
阪
の
荒
廃
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

経
済
界
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
簡
潔
に
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
の
原

因
の
い
く
つ
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は

な
い
。
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち
の
絵
画
は
、
確
か
に
、

京
の
池
大
雅
や
円
山
応
挙
、
そ
し
て
伊
藤
若
冲
ら
の
絵

画
と
比
べ
れ
ば
、
質
の
問
題
で
い
え
ば
、
同
列
に
は
語

れ
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
絵
画
会
の
状
況
を
理

解
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
大
雅
や
応
挙
を
支
え
る
裾
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野
を
認
識
す
る
た
め
に
重
要
な
作
品
群
で
あ
る
。

　

蒹
葭
堂
と
交
流
し
た
画
家
た
ち
の
特
質
と
大
坂
で
の
住
居
と
を
、『
浪
華
郷
友
録
』

（
安
永
四
年
及
び
寛
政
二
年
刊
）
や
『
蒹
葭
堂
日
記
』（
享
和
二
年
刊
）、
そ
し
て
、『
画

乗
要
略
』（
天
保
二
年
）
や
『
蒹
葭
堂
雑
録
』（
安
政
六
年
刊
）
な
ど
に
基
づ
い
て
簡

潔
に
ま
と
め
て
お
く
と
、
高
津
南
瓦
屋
町
に
住
み
、
蒹
葭
堂
と
深
い
親
交
で
結
ば
れ

て
い
た
黄
檗
僧
の
鶴
亭
は
、
中
国
の
沈
南
蘋
の
作
風
を
京
大
坂
に
広
め
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
が
、
青
年
時
代
に
、
少
年
の
蒹
葭
堂
に
絵
画
を
教
え
た
と
い
う
。

　

鶴
亭
の
教
え
を
受
け
た
の
が
蒹
葭
堂
と
も
交
流
の
あ
っ
た
鵲
橋
鶴
林
（
十
八
世
紀

後
半
活
動
）
で
、
鶴
亭
の
継
承
者
と
い
わ
れ
る
が
、
作
品
を
見
る
機
会
が
な
い
。
さ

ら
に
、
西
天
満
に
一
時
暮
ら
し
て
い
た
岡
田
米
山
人
も
蒹
葭
堂
と
は
無
二
の
親
友
で

あ
っ
た
。
米
山
人
の
作
品
は
、
出
来
、
不
出
来
の
差
が
大
き
く
、
息
子
の
岡
田
半
江

と
並
ん
で
贋
作
が
多
い
。
米
山
人
と
比
べ
て
切
れ
味
の
よ
い
半
江
の
山
水
図
に
は
、

も
っ
と
高
い
評
価
を
与
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
摂
津
池
田
の
画
家
で
、
蕪
村
を
慕
っ
た
上
田
耕
夫
（
一
七
五
九

－

一
八

三
一
／
二
）
の
作
品
は
、
遺
存
す
る
数
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
関
西
大
学
図
書
館
所

蔵
の
《
寿
福
図
》（
絹
本
著
色
）
は
、
蕪
村
に
倣
っ
た
耕
夫
屈
指
の
絵
画
で
あ
る
と
い

っ
て
よ
く
、
赤
い
模
様
を
配
し
た
珍
し
い
描
表
装
の
美
し
さ
に
は
思
わ
ず
目
を
奪
わ

れ
る
。
現
在
、
耕
夫
の
作
品
を
探
す
の
は
か
な
り
難
し
い
が
、
一
九
八
〇
年
代
頃
に

は
京
都
や
大
阪
の
骨
董
街
で
し
ば
し
ば
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品

は
一
体
ど
こ
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
本
町
北
小
路
に
住

ん
で
い
た
藤
九
鸞
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
頃
ま
で
活
躍
し

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
味
わ
い
の
あ
る
筆
致
や
代
赭
を
う
ま
く
使
っ
た
山
岳
風

景
な
ど
、
大
雅
風
の
山
水
図
で
知
ら
れ
る
文
人
画
家
で
あ
る
。
大
雅
に
は
遠
く
及
ば

な
い
に
し
て
も
、
そ
の
作
品
に
は
品
格
が
あ
っ
て
、
一
定
の
水
準
を
保
っ
て
い
る
。

遺
存
す
る
作
品
は
少
な
く
、
骨
董
街
で
も
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
江
戸

堀
や
高
麗
橋
を
転
々
と
し
た
狩
野
派
の
森
周
峯
（
一
七
三
八

－

一
八
二
三
）
は
、
森

派
の
祖
で
あ
る
が
、
猿
猴
を
描
い
て
名
を
な
し
た
森
狙
仙
の
兄
に
あ
た
り
、
風
俗
画

を
も
学
ん
で
い
る
。《
虎
ノ
図
》（
絹
本
墨
画
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
な
ど
、
狩
野

派
の
作
風
を
部
分
的
に
残
す
緻
密
な
描
写
を
基
本
と
し
た
画
家
で
あ
る
が
、《
鮎
図
》

な
ど
で
も
秀
逸
な
作
品
を
残
し
て
い
る
。
遺
存
す
る
作
品
は
少
な
い
と
は
い
え
な
い

が
、
骨
董
街
で
も
頻
繁
に
見
る
こ
と
は
な
い
。
さ
て
、
森
派
と
い
え
ば
、
応
挙
門
十

哲
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
蒹
葭
堂
の
肖
像
画
を
『
蒹
葭
堂
雑
録
』
中
に
挿
図
と
し
て

入
れ
た
森
徹
山
（
一
七
七
五

－

一
八
四
一
）
も
忘
れ
難
い
。
徹
山
の
絵
画
は
、
い
く

ぶ
ん
大
味
で
平
板
さ
を
免
れ
な
い
が
、
京
の
応
挙
と
師
弟
関
係
を
結
ん
だ
大
坂
の
画

家
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
。
岡
倉
天
心
も
『
日
本
美
術
史
』
の
中
で
、
応
挙
の
門
下

の
一
員
と
し
て
、
大
坂
の
画
家
の
中
で
は
唯
一
採
り
上
げ
て
い
る
。
徹
山
の
流
れ
で

い
え
ば
、
山
中
松
年
（
一
八
一
九
頃
没
カ
）
が
活
動
し
て
い
た
が
、
松
年
に
つ
い
て

は
、
詳
し
い
事
跡
が
分
か
ら
ず
、
大
英
博
物
館
に
遺
存
す
る
数
点
の
掛
軸
と
刷
物
か

ら
、
花
鳥
動
物
な
ど
を
角
張
っ
た
形
態
で
描
く
特
異
な
写
生
派
の
画
家
だ
と
い
う
こ

と
の
み
明
ら
か
に
な
る
。

　

さ
て
、
蒹
葭
堂
の
門
に
入
っ
て
学
び
、
心
斎
橋
で
暮
ら
し
た
八
木
巽
処
（
一
七
七

一

－

一
八
三
六
）
は
、
絵
画
も
描
い
た
が
、
む
し
ろ
儒
学
者
、
書
家
と
し
て
有
名
で

あ
っ
て
、
作
品
数
は
比
較
的
少
な
く
、
し
か
も
小
品
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
小

画
面
に
記
さ
れ
た
謹
厳
な
款
記
「
巽
処
」
は
、
蒹
葭
堂
の
そ
れ
に
呼
応
す
る
。
ま
た
、

高
津
に
墓
が
あ
る
山
水
花
鳥
画
を
得
意
と
し
た
浜
田
杏
堂
（
一
七
六
六

－

一
八
一
四
）

は
、
福
原
五
岳
に
絵
画
を
学
ん
だ
大
坂
の
医
者
で
、
江
戸
後
期
の
絵
画
に
見
ら
れ
る
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各
派
融
合
の
作
風
を
示
す
文
人
画
家
で
あ
る
。
杏
堂
は
文
人
画
や
四
条
派
風
の
写
生

な
ど
、
種
々
の
様
式
を
縦
横
に
こ
な
し
つ
つ
、
中
国
絵
画
に
倣
っ
た
本
格
的
な
文
人

画
を
志
向
し
た
画
家
で
あ
る
。
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
杏
堂
筆
《
山
水
図
》（
絹
本

墨
画
淡
彩
）
や
《
山
水
之
図
》（
絹
本
墨
画
淡
彩
）、
そ
し
て
《
桃
源
之
図
》（
絹
本
墨

画
淡
彩
）
な
ど
の
中
国
絵
画
を
咀
嚼
し
た
文
人
画
を
は
じ
め
、
四
条
派
を
採
り
い
れ

た
十
二
面
の
画
帖
《
掌
中
延
寿
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
）
な
ど
を
見
る
と
、
江
戸
後
期
に

狩
野
派
や
四
条
派
、
そ
し
て
文
人
画
派
な
ど
が
、
流
派
の
枠
を
超
え
て
、
縦
横
に
交

流
し
た
各
派
融
合
の
手
本
と
も
い
う
べ
き
作
風
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
に
ち
が

い
な
い
。
こ
う
し
た
各
派
融
合
の
絵
画
も
ま
た
、
大
坂
の
絵
画
の
基
本
的
な
特
色
で

あ
る
。
杏
堂
は
、
中
国
絵
画
を
手
本
に
し
て
、
落
款
に
中
国
画
家
の
「
丁
雲
鵬
」
や

「
伊
孚
九
」
の
名
前
を
墨
書
で
書
き
入
れ
て
、
丁
雲
鵬
や
伊
孚
九
ら
に
倣
っ
た
と
記
し

て
お
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
中
の
文
化
交
流
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
文

人
画
家
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
狂
歌
を
好
ん
だ
島
之
内
の
丹
羽
桃
渓
（
一
七
六
〇

－

一
八
二
二
）
も
蒹
葭

堂
と
交
流
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
蔀
関
月
の
門
人
で
あ
っ
て
、
風
俗
画
を
よ
く
し
た

流
行
作
家
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
。
一
風
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
京
町
堀
で
酒
造

業
を
営
ん
だ
大
坂
の
戯
画
の
作
者
で
、
戯
作
や
茶
利
浄
瑠
璃
に
も
手
を
染
め
、
芝
居

に
も
出
た
耳
鳥
斎
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。
耳
鳥
斎
（
一
七
五
一
以
前

－

一
八
〇
二

／
三
）
は
、「
非
僧
非
俗
以
酒
為
名
」
と
い
う
人
を
喰
っ
た
白
文
方
印
を
用
い
て
、《
別

世
界
巻
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
）
と
い
う
奇
妙
な
当
世
地
獄
絵

巻
に
、
風
刺
と
滑
稽
あ
ふ
れ
る
戯
画
を
描
い
て
い
る⑥
。
そ
の
軽
妙
洒
脱
な
戯
画
狂
画

は
、
蕪
村
の
戯
画
の
影
響
を
仄
め
か
す
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
戯
画
史
上
、
再
評
価

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
画
家
で
あ
る
。
耳
鳥
齋
は
最
晩
年
の
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

に
蒹
葭
堂
と
出
会
っ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
酒
造
業
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
顔
見
知

り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
蒹
葭
堂
に
書
を
学
ん
だ
西
竹

坡
（
一
七
七
九

－

一
八
四
三
）
は
、
絵
画
を
浜
田
杏
堂
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

遺
存
す
る
作
品
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

　

先
に
挙
げ
た
中
井
藍
江
に
師
事
し
た
の
が
上
田
公
長
（
一
七
八
八

－

一
八
五
〇
）

で
、
公
長
は
和
漢
の
絵
画
に
造
詣
が
深
く
、
紀
州
徳
川
家
の
御
用
絵
師
と
な
っ
て
活

躍
し
た
。《
三
人
物
図
》（
絹
本
墨
画
淡
彩
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
な
ど
、
軽
妙
な

作
風
で
知
ら
れ
る
が
、
大
坂
の
戯
画
作
者
耳
鳥
齋
と
の
関
連
も
仄
め
か
す
。《
水
汲
女

之
図
》（
絹
本
墨
画
淡
彩
・
九
六
、
五
×
三
五
、
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）【
図
8
、
9
、

10
】
は
、
写
生
派
の
伝
統
的
な
画
題
を
描
い
た
も
の
で
、
簡
潔
な
線
描
に
よ
る
佳
品

で
あ
る
。
足
元
に
は
倒
れ
た
桶
か
ら
水
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
。
画
面
左
下
に
「
公
長
」

の
署
名
と
「
公
長
之
印
」
の
白
文
方
印
が
見
ら
れ
る
。
箱
書
（
表
）
に
「
上
田
公
長

水
汲
女
之
図
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
南
本
町
に
住
居
を
構
え
た
気
骨
あ
ふ
れ
る
十
時
梅
厓
（
一
七
四
九

－

一
八

〇
四
）
は
、
細
合
半
斎
ら
と
も
交
流
し
、
力
の
あ
る
特
異
な
作
風
で
知
ら
れ
た
。
関

西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
《
梅
厓
書
画
冊
》（
折
本
三
冊
）
は
、
梅
厓
と
そ
の
時
代
の
貴

重
な
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
洗
練
さ
れ
た
中
国
風
景
の
白
描
は
、
梅
厓
の
画
風
の

骨
格
を
明
ら
か
に
す
る
画
冊
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
陶
淵
明
を
描
い
た
享
和
三
年
（
一

八
〇
三
）
作
《
五
柳
先
生
図
》（
紙
本
墨
画
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
は
、
自
由
で

荒
々
し
い
形
態
描
写
に
よ
っ
て
、
文
人
画
の
本
領
を
示
す
作
例
で
あ
ろ
う
。
梅
厓
研

究
に
つ
い
て
一
言
述
べ
る
と
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
高
津
神
社
で
開
催

さ
れ
た
毎
年
恒
例
の
「
一
軸
会
」
で
は
、
参
加
者
が
め
い
め
い
梅
厓
の
作
品
を
持
ち

寄
っ
て
品
評
会
が
開
か
れ
た
。
お
よ
そ
五
十
点
ば
か
り
の
梅
厓
作
品
を
眼
の
前
に
吊



三
一

り
下
げ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局
、
膨
大
に
遺
存
す
る
梅
厓
作

品
の
真
贋
を
判
定
す
る
の
は
、
印
譜
も
な
い
こ
と
も
含
め
て
非
常
に
難
し
く
、
今
後

は
梅
厓
の
書
の
特
徴
を
押
さ
え
つ
つ
、
優
れ
た
絵
画
を
中
心
に
、
経
験
を
積
み
重
ね

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
真
贋
の
判
定
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
蒹
葭
堂
と
の
合
作
『
山
海
名
産
図
会
』
の
著
者
で
堂
島
に
住
ん
だ
蔀

関
月
（
十
七
四
七

－

一
七
九
七
）
は
、《
海
楼
之
図
》（
紙
本
墨
画
・
関
西
大
学
図
書

館
蔵
）
に
お
い
て
、
狩
野
派
に
学
ん
だ
足
跡
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
関
月
は
独
自

に
和
漢
の
絵
画
を
研
究
し
て
一
家
を
成
し
た
。
関
月
の
子
が
蔀
関
牛
（
生
年
不
詳

－

一
八
四
三
）
で
、
晩
年
の
蒹
葭
堂
と
の
交
流
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
満
金
屋
橋

の
鼎
春
嶽
（
一
七
六
六

－

一
八
一
一
）
は
、
五
岳
に
絵
画
を
学
び
、
寛
政
二
年
（
一

七
九
〇
）
刊
行
の
『
浪
華
郷
友
録
』
に
は
書
家
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
作

の
一
点
で
あ
る
全
九
図
を
綴
じ
た
《
漁
楽
画
帖
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
関
西
大
学
図
書

館
蔵
）
は
、
中
国
風
俗
を
描
い
た
卓
抜
な
作
品
で
、
春
嶽
の
求
め
た
文
人
趣
味
の
力

量
を
誇
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
春
嶽
と
同
様
に
五
岳
門
の
林
閬
苑
（
生
没
年

図 9 　上田公長《水汲女之図》（部分）
図 8 　上田公長《水汲女之図》

図10　上田公長《水汲女之図》
落款
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二

不
詳
）
は
、《
中
国
人
物
図
》（
絹
本
著
色
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
な
ど
の
中
国
的

写
実
に
よ
る
い
さ
さ
か
奇
妙
に
も
見
え
る
絵
画
を
描
い
た
が
、
画
面
全
体
の
印
象
で

は
多
少
と
も
幻
想
的
に
見
え
る
に
し
て
も
、
細
部
描
写
の
写
実
を
積
み
上
げ
て
描
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
長
崎
派
の
伊
藤
若
冲
な
ど
と
共
通
す

る
南
蘋
風
の
「
奇
矯
」
と
で
も
い
う
べ
き
作
風
だ
と
い
っ
て
よ
い⑦
。
さ
ら
に
、
長
崎

派
と
い
え
ば
、『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
「
雨
、
森
蘭
斎
来
中
食
出
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る

森
蘭
斎
（
一
七
四
〇

－

一
八
〇
一
）
は
、
長
崎
で
熊
斐
に
就
い
て
沈
南
蘋
の
画
風
を

学
ん
だ
異
才
で
あ
る
。
蘭
斎
は
越
後
周
辺
の
出
身
で
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊

『
浪
華
郷
友
録
』
に
名
前
が
載
る
よ
う
に
、
大
坂
で
活
動
し
た
が
、
長
崎
で
熊
斐
の
娘

と
結
婚
し
、
熊
斐
没
後
に
大
坂
に
出
て
南
蘋
派
を
広
げ
た
が
、
鶴
亭
と
の
関
係
も
あ

っ
て
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が
、
蒹
葭
堂
と
は
と
く
に
親
し
く
交
際
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
に
江
戸
に
出
て
活
動
す
る
。

　

加
え
て
、
画
家
で
書
家
で
も
あ
っ
た
泉
必
東
（
銭
必
東
）（
生
年
不
詳

－

一
七
六

四
）
も
忘
れ
難
い
。
必
東
は
、
鶴
亭
や
佚
山
と
同
様
に
、
南
蘋
派
の
強
い
影
響
を
受

け
、
鮮
や
か
な
色
彩
と
細
密
描
写
に
よ
る
山
水
花
鳥
を
得
意
と
し
、
力
の
籠
っ
た
墨

画
の
《
竹
石
之
図
》（
紙
本
墨
画
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
で
も
知
ら
れ
る
。
必
東
に

関
す
る
重
要
な
事
跡
と
し
て
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
池
大
雅
、
鶴
亭
と
一

緒
に
三
幅
対
《
松
竹
梅
図
》
を
制
作
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
必
東
の
作
品
は
い
ず
れ

も
佳
品
が
多
く
、
大
坂
の
南
蘋
派
画
家
の
中
で
は
な
か
な
か
重
み
が
あ
る
。
さ
て
、

南
蘋
派
と
い
え
ば
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊
の
『
浪
華
な
ま
り
』
に
唐
画
の
流

行
画
人
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
、
蒹
葭
堂
と
付
き
合
っ
た
淵
上
旭
江
（
十
八
世
紀
後

半
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
活
動
カ
）
の
名
前
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、

南
木
綿
町
に
住
ん
だ
葛
蛇
玉
（
一
七
三
五

－

一
七
八
〇
）
で
あ
ろ
う
。
関
西
大
学
図

書
館
所
蔵
の
蛇
玉
筆
《
山
高
水
長
図
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
）
は
、
中
国
絵
画
の
日
本
化

を
典
型
的
に
示
す
珍
品
の
長
崎
派
絵
画
と
し
て
興
味
深
い⑧
。
蛇
玉
の
子
の
葛
蛇
含
（
十

八
世
紀
後
半
活
動
）
も
、
父
に
同
伴
し
て
蒹
葭
堂
宅
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
作
品
を

見
る
機
会
が
な
い
。

　

以
上
の
大
坂
の
画
家
以
外
に
、
蒹
葭
堂
と
親
交
を
温
め
た
画
家
と
し
て
は
、
伊
勢

長
島
の
藩
主
で
あ
っ
た
増
山
雪
斎
（
一
七
五
四

－

一
八
一
九
）
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ

る
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
双
幅
《
黄
初
平
図
》（
絹
本
墨
画
）
は
、
ア
イ
ヌ
の

人
物
を
想
起
さ
せ
る
相
貌
に
よ
る
緻
密
な
長
崎
派
の
作
風
で
あ
る
。
沈
南
蘋
の
影
響

を
受
け
た
写
生
的
な
花
鳥
図
や
動
物
図
な
ど
で
知
ら
れ
る
雪
斎
は
、
寛
政
二
年
（
一

七
九
〇
）
に
財
産
没
収
の
罪
を
負
っ
た
蒹
葭
堂
を
伊
勢
長
島
領
川
尻
村
に
引
き
取
っ

て
庇
護
し
、
文
人
仲
間
の
友
情
と
信
義
の
厚
さ
を
身
を
も
っ
て
実
践
し
た
人
物
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
当
時
の
文
人
交
流
の
社
会
に
お
い
て
、
蒹
葭
堂
の
存

在
の
重
み
を
如
実
に
示
す
出
来
事
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　

加
え
て
、
大
坂
の
狩
野
派
も
健
在
で
あ
っ
た
が
、
西
宮
出
身
の
勝
部
如
春
齋
（
一

七
二
一

－

没
年
不
詳
）
は
、
障
壁
画
か
ら
掛
幅
の
小
品
に
至
る
ま
で
縦
横
に
作
品
制

作
を
行
っ
て
い
る
。
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
左
大
臣
九
条
尚
実
か
ら
「
如
春
齋
」

の
号
を
も
ら
っ
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。《
許
由
巣
父
図
》【
図
11
、
12
、
13
、

14
】（
紙
本
墨
画
・
九
七
、
四
×
二
九
、
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美

学
美
術
史
資
料
室
蔵
）
で
は
、「
許
由
巣
父
」
の
故
事
に
な
ら
っ
て
、
画
面
中
央
左
に

汚
れ
た
耳
を
洗
う
許
由
が
、
画
面
下
右
に
牛
を
引
い
て
帰
ろ
う
と
す
る
巣
父
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
人
物
は
、
粗
っ
ぽ
い
と
思
え
る
ほ
ど
に
肥
痩
の
線
描
を
縦
横

に
駆
使
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
如
春
斎
の
力
量
の
高
さ
を
証
明
す
る
描
写
と
な
っ
て

い
る
。
画
面
左
下
に
「
勝
如
春
齋
典
壽
」
の
墨
書
と
「
典
壽
之
印
」（
朱
文
方
印
）
が
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三

図11　勝部如春齋
《許由巣父図》

図12　勝部如春齋《許由巣父図》
（部分）

図13　勝部如春齋《許由巣父図》
（部分）

図14　勝部如春齋
《許由巣父図》落款
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四

見
ら
れ
る
。

二
　
蒹
葭
堂
の
次
世
代
の
画
家
た
ち

　

蒹
葭
堂
の
在
世
時
に
活
動
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
佐
藤
魚
大
（
生
没
年
不
詳
）

は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
ま
で
の
在
世
が
知
ら
れ
て
い
る
。
息
子
に
佐
藤
守
大

と
保
大
が
入
る
が
、
い
ず
れ
も
画
家
で
あ
る
。
魚
大
は
天
保
頃
に
長
堀
三
休
橋
南
に

暮
ら
し
て
い
た
。
魚
大
作
《
蜂
雀
図
》〔
双
幅
〕（
各
幅
は
紙
本
墨
画
淡
彩
・
一
〇
七
、

〇
×
二
〇
、
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図

15
、
16
、
17
】
は
、
縦
長
の
画
面
に
大
き
な
余
白
を
設
け
、
そ
の
中
に
小
さ
な
蜂
と

雀
を
配
置
し
た
。
正
確
な
昆
虫
の
描
写
は
軽
快
で
あ
る
。
左
幅
が
「
蜂
」
で
、
ほ
と

ん
ど
余
白
の
空
間
に
、
二
匹
の
蜂
が
小
さ
く
描
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
蜂
の
描
写
は
、

図15　佐藤魚大
《蜂雀図》右幅

図16　佐藤魚大《蜂雀図》右幅（部分）

図17　佐藤魚大《蜂雀図》右幅（部分）



三
五

部
分
的
な
省
略
が
見
ら
れ
る
に
し
ろ
、
か
な
り
写
実
的
で
あ
る
。
そ
の
画
面
右
下
に

「
魚
大
」
の
墨
書
と
「
魚
」（
朱
文
半
円
印
）
お
よ
び
「
大
」（
朱
文
半
円
印
）
に
よ
る

連
印
が
見
ら
れ
る
。
右
幅
は
「
雀
」【
図
18
、
19
、
20
】
で
、
稲
の
束
の
そ
ば
を
飛
ぶ

雀
が
描
か
れ
て
お
り
、
大
雑
把
な
筆
使
い
に
よ
る
写
生
風
の
描
写
で
あ
る
。
画
面
左

図18　佐藤魚大《蜂雀図》
左幅

図19　佐藤魚大《蜂雀図》左幅（部分）

図20　佐藤魚大《蜂雀図》左幅（部分）

下
に
「
魚
」
の
朱
文
半
円
印
と
「
大
」
の
朱
文
半
円
印
に
よ
る
連
印
が
捺
さ
れ
て
い

る
。
同
じ
く
魚
大
の
《
猿
田
彦
図
》（
絹
本
著
色
・
二
六
、
八
×
五
四
、
二
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
21
、
22
、
23
】
は
、
天
狗

の
面
を
付
け
た
猿
田
彦
に
あ
た
る
人
物
の
鮮
烈
な
赤
が
中
心
と
な
る
絵
画
で
あ
る
。



三
六

図21　佐藤魚大《猿田彦図》

図22　佐藤魚大《猿田彦図》（部分）図23　佐藤魚大《猿田彦図》落款

画
面
右
に
「
八
十
一
翁　

魚
大
」
の
署
名
と

「
魚
大
之
印
」
の
白
文
方
印
が
見
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
魚
大
の
《
南
都
東
大
寺
華
厳
会
之
図
》

（
絹
本
墨
画
淡
彩
・
九
六
、
六
×
六
二
、
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美

術
史
資
料
室
蔵
）【
図
24
、
25
、
26
、
27
】
は
、

大
き
な
柱
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寺

院
（
東
大
寺
）
の
室
内
で
髭
を
生
や
し
た
男

が
、
食
べ
物
の
入
っ
た
籠
状
の
入
れ
物
に
手

を
突
っ
込
ん
で
作
業
を
し
て
い
る
姿
を
描
い

て
い
る
。
華
厳
絵
と
は
、
華
厳
経
を
読
誦
す

る
法
会
で
、
旧
暦
三
月
十
四
日
に
奈
良
の
東

大
寺
で
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
画
面
左
下

に
「
東
大
寺
華
厳
會
粥
鯖
者
為
講
師
図　

宇

治
拾
遺
物
語　

魚
大
」
の
墨
書
と
「
魚
大
」

の
朱
文
長
方
印
が
見
ら
れ
る
。

　

魚
大
の
息
子
の
佐
藤
保
大
（
生
没
年
不

詳
）
は
、
名
を
泰
、
号
を
花
声
と
い
う
。
絵

画
や
刷
物
な
ど
、
作
品
は
数
多
く
遺
存
し
て

い
る
が
、
そ
の
生
涯
は
不
明
で
あ
る
。《
亀
蓬

莱
図
》（
絹
本
著
色
・
一
〇
三
、
五
×
三
六
、

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美

学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
28
、
29
、
30
】
は
、



三
七

図24　佐藤魚大《南都東大寺華厳会之図》

図25　佐藤魚大
《南都東大寺華厳会之図》（部分）

図26　佐藤魚大
《南都東大寺華厳会之図》落款

図27　佐藤魚大
《南都東大寺華厳会之図》落款



三
八

蓬
莱
の
島
の
そ
ば
に
亀
が
添
え
ら
れ
た
吉
祥
の
図
で
、
遠
く
に
朝
日
が
昇
っ
て
い
る
。

画
面
右
下
に
「
保
大
」
の
墨
書
と
「
保
大
之
印
」（
白
文
方
印
）
が
見
ら
れ
る
。
箱

（
表
）
に
は
「
蓬
莱
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
保
大
の
《
百
老
図
》（
絹
本

著
色
・
一
一
六
、
二
×
四
三
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術

史
資
料
室
蔵
）【
図
31
、
32
、
33
、
34
】
は
、
背
後
に
赤
い
太
陽
が
昇
る
中
、
数
多
く

の
老
人
た
ち
が
集
合
し
、
語
ら
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
画
面
右
下
に
「
百
老
図　

保

大
写
」
の
墨
書
と
「
嘉
年
寿
福
（
カ
）」
の
朱
文
円
印
が
見
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
蒹
葭
堂
が
死
去
し
た
直
後
に
生
ま
れ
た
写
生
派
の
画
家
で
、
呉
春
に
師
事

し
た
長
山
孔
寅
（
一
八
〇
三

－

一
八
六
二
）
は
、
庶
民
受
け
す
る
写
生
画
《
七
種
草

花
図
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
を
描
く
と
と
も
に
、
七
メ
ー
ト
ル

図28　佐藤保大《亀蓬莱図》

図29　佐藤保大《亀蓬莱図》（部分）

図30　佐藤保大
《亀蓬莱図》落款



三
九

図32　佐藤保大《百老図》（部分）

図31　佐藤保大《百老図》

図34　佐藤保大《百老図》落款

図33　佐藤保大《百老図》（部分）



四
〇

に
も
及
ぶ
画
巻
《
蜀
桟
道
図
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
を
描
い
て

い
る
が
、
人
物
描
写
な
ど
が
い
さ
さ
か
粗
雑
で
あ
っ
て
、
今
ひ
と
つ
高
い
評
価
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
中
、
村
瀬
栲
亭
に
よ
る
賛
の
あ
る
《
松
林
煮
茶

之
図
》（
絹
本
墨
画
淡
彩
・
一
〇
四
、
八
×
二
六
、
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学

図35　長山孔寅《松林》

図36　長山孔寅《松林》（部分）

図37　長山孔寅《松林》（部分）

図38　長山孔寅
《松林》落款



四
一

文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
35
、
36
、
37
、
38
】
は
、
山
間
で
茶
を
飲
む
情

景
を
描
い
て
い
る
。
孔
寅
の
特
徴
あ
る
樹
木
の
群
葉
が
見
ら
れ
、
樹
の
下
で
は
一
人

の
高
士
が
座
り
、
そ
の
前
で
童
子
と
お
ぼ
し
き
人
物
が
茶
を
煮
て
い
る
と
こ
ろ
を
描

い
て
い
る
。
画
面
左
上
部
に
村
瀬
栲
亭
に
よ
る
賛
「
嶺
上
白
雲
色
不
唯
怡
性
風
吟
松

樹
下
時
龢
鳳
笙
聲　

栲
亭
之
熙
」
が
墨
書
さ
れ
、
そ
の
下
に
「
之
」「
熙
」
の
朱
文
方

印
（
連
印
）
が
見
ら
れ
る
。
加
え
て
、
画
面
右
下
に
「
孔
寅
」
の
墨
書
と
「
孔
」「
寅
」

の
朱
文
方
印
（
連
印
）
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
藪
長
水
（
一
八
一
四

－

一
八
六
七
）
は
、
岡
熊
岳
に
師
事
し
て
長
堀
橋
南

詰
で
暮
ら
し
た
写
生
派
の
画
家
で
あ
る
。《
具
足
図
》（
絹
本
著
色
・
一
〇
一
、
三
×

五
〇
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
39
、

40
、
41
】
は
、
厳
つ
い
顔
を
見
せ
る
武
士
が
着
用
し
た
鎧
兜
は
、
緻
密
な
描
写
に
鮮

や
か
な
彩
色
を
施
し
た
作
品
で
、
大
坂
の
手
堅
い
写
生
を
確
認
さ
せ
る
。
画
面
右
下

に
「
長
水
叢
良
写
」
の
署
名
お
よ
び
「
叢
良
印
」（
白
文
方
印
）
と
「
大
祥
（
カ
）」（
朱

文
方
印
）
が
見
ら
れ
る
。

　

森
関
山
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
一
世
を
風
靡
し
た
森
一
鳳
（
一
七
九
八

－

一
八
七

一
）
の
《
藻
刈
り
舟
図
》
に
倣
っ
て
、
同
様
に
「
藻
刈
り
舟
図
」
を
描
い
た
が
、「
儲

図39　藪長水《具足図》

図40　藪長水《具足図》（部分）

図41　藪長水《具足図》
（部分）



四
二

か
る
一
方
（
一
鳳
）」
で
は
な
く
、「
儲
か
る
関
山
」
で
は
語
呂
合
わ
せ
に
意
味
が
な

い
た
め
か
、
さ
っ
ぱ
り
人
気
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
。
関
山
《
藻
刈
り
舟
図
》（
絹
本

墨
画
淡
彩
・
九
八
、
八
×
三
六
、
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美

術
史
資
料
室
蔵
）【
図
42
、
43
、
44
、
45
】
は
、
一
鳳
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
図
様

で
、
写
生
的
な
「
藻
刈
り
舟
図
」
を
描
い
て
い
る
。
関
山
が
一
鳳
に
倣
っ
て
「
藻
刈

図42　森関山《藻刈り舟図》

図43　森関山《藻刈り舟図》（部分）

図44　森関山《藻刈り舟図》（部分）

図45　森関山《藻刈り舟図》落款



四
三

り
舟
図
」
を
描
い
た
と
い
う
伝
聞
は
、
昔
か
ら
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
作
品

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
作
品
は
初
め
て
発
掘
さ
れ
た
関
山
筆
「
藻
刈
り
舟
図
」

で
あ
る
。
画
面
右
下
に
「
関
山
」
の
署
名
と
「
敬
彬
」
の
朱
文
方
印
お
よ
び
「
造
化

□
師
」
の
朱
文
方
印
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
森
関
山
は
《
牽
牛
花
鼬
鼡
之
図
》（
絹
本

著
色
・
一
〇
二
、
三
×
三
二
、
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術

史
資
料
室
蔵
）【
図
46
、
47
、
48
】
を
描
い
て
い
る
。
狩
野
派
特
有
の
水
墨
技
法
を
用

い
た
手
堅
い
小
品
で
あ
る
。
お
世
辞
に
も
味
の
あ
る
絵
画
だ
と
は
言
え
な
い
が
、
写

実
的
な
鼬
と
鮮
明
な
青
を
塗
ら
れ
た
朝
顔
の
花
が
印
象
深
い
。
画
面
右
下
に
「
関
山
」

の
署
名
と
「
敬
彬
」
の
朱
文
瓢
箪
形
印
が
見
ら
れ
る
。
関
山
の
弟
子
筋
か
ら
は
森
狙

仙
ら
を
輩
出
し
て
い
る
。
若
く
し
て
妻
子
を
失
く
す
と
い
う
不
遇
の
中
、
亡
き
妻
の

た
め
に
東
福
寺
の
明
兆
筆
《
三
十
三
観
音
図
》
の
模
写
を
行
う
な
ど
、
制
作
活
動
は

活
発
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
森
関
山
と
渡
辺
祥
益
に
よ
る
合
作
《
芋
に
鯰
図
》（
紙
本
墨

画
淡
彩
・
一
〇
六
、
六
×
三
〇
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美

術
史
資
料
室
蔵
）【
図
49
、
50
、
51
、
52
】
は
、
画
面
に
大
き
く
芋
の
図
を
描
き
、
わ

図47　森関山《牽牛花鼬鼠之図》（部分）

図46　森関山
《牽牛花鼬鼠之図》

図48　森関山
《牽牛花鼬鼠之図》落款



四
四

図49　森関山・渡辺祥益
《芋に鯰図》

図50　森関山・渡辺祥益《芋に鯰図》（部分）

図51　森関山・渡辺祥益
《芋に鯰図》祥益落款

図52　森関山・渡辺祥益
《芋に鯰図》関山落款



四
五

ず
か
に
紫
色
の
淡
彩
を
施
さ
れ
た
絵
画
で
あ
る
。
芋
と
鯰
は
、
大
胆
な
墨
の
筆
触
に

よ
っ
て
粗
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
大
づ
か
み
に
特
徴
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
関
山
と

祥
益
と
の
親
密
な
関
係
を
裏
づ
け
る
佳
品
で
あ
る
。
画
面
左
中
央
下
あ
た
り
に
「
祥

益
」
の
墨
書
と
「
祥
」「
益
」
の
白
文
方
印
（
連
印
）
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
画
面
右

下
に
「
関
山
写
」
の
墨
書
と
「
□
子
」（
朱
文
長
方
印
）
が
見
ら
れ
る
。
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
大
坂
に
生
ま
れ
る
。
絵
画
を
森
一
鳳
に
学
び
、
明
治
十
七
か
ら
十
八
年

頃
に
は
各
種
の
展
覧
会
に
出
品
し
て
活
躍
し
た
。
渡
辺
祥
益
と
の
合
作
《
芋
に
鯰
図
》

な
ど
か
ら
、
祥
益
と
の
交
流
が
窺
え
る
。
享
年
は
未
詳
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
近
代
社
会
は
、
明
治
時
代
を
迎
え
て
、
古
代
か
ら
江
戸
時
代

に
至
る
ま
で
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
中
国
文
化
を
放
棄
し
、
一
転
し
て
、
西
洋
文

化
に
憧
れ
の
眼
差
し
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
か

ら
と
い
う
よ
り
は
、
正
確
に
は
、
日
本
が
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
、
日
清

戦
争
に
勝
利
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
清
朝
の
敗
北
は
、
明
治
政
府
に
危
機
感
を

植
え
付
け
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ま
ま
日
本
が
ア
ジ
ア
の
国
と
し
て
存
続
し
て
い
け

ば
、
近
い
将
来
に
必
ず
欧
米
の
「
植
民
地
」
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
危
機
感
で
あ
る
。

日
清
戦
争
の
勝
利
は
、
一
般
庶
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
部
の
知
識
階
層
に
至
る

ま
で
、
清
朝
に
対
す
る
失
望
を
生
み
出
し
、
古
代
以
来
続
い
て
き
た
中
国
趣
味
へ
の

関
心
を
失
く
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
価
値
観

の
転
換
は
、
上
か
ら
の
改
革
で
あ
り
、
清
朝
へ
の
失
望
は
、
上
か
ら
下
へ
と
徐
々
に

浸
透
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
活
動
し
た
大
坂
画
壇
の
画
家
た

ち
の
作
品
は
、
依
然
と
し
て
中
国
趣
味
を
含
む
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
近
代
化
、
す

な
わ
ち
単
純
に
い
え
ば
西
洋
化
を
目
指
す
時
代
状
況
か
ら
関
心
を
も
た
れ
る
こ
と
も

な
く
、
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
西
洋
志
向
を
目
指
す
社
会
と
そ
の
価
値
観
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初

期
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
に
創
刊
さ
れ
た

『
白
樺
』
に
よ
る
セ
ザ
ン
ヌ
や
ロ
ダ
ン
の
紹
介
な
ど
の
影
響
で
、
中
国
文
化
の
影
響

は
、
日
本
美
術
に
限
定
し
て
眺
め
て
も
、
大
正
期
に
お
い
て
、
決
定
的
に
衰
退
の
途

を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
と
り
わ
け
、
江
戸
後
期
の
大
半
の
文
人
画
は
、

「
つ
く
ね
芋
山
水
」
と
い
う
蔑
称
を
与
え
ら
れ
、
大
き
く
評
価
を
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
中
で
も
、
中
国
的
要
素
の
濃
厚
な
大
坂
の
画
家
た
ち
の
文
人
画
が
日
本
美

術
史
研
究
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
た
と
え
ば
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
作
の
日
根
対
山
（
一
八
一
三

－

一
八
六
九
）
筆
《
風
雪
和
林
》（
絹
本

墨
画
・
一
二
八
、
三
×
五
五
、
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術

史
資
料
室
蔵
）【
図
53
、
54
、
55
、
56
】
な
ど
、
雄
大
な
景
観
が
的
確
な
筆
致
に
よ
っ

て
淡
々
と
描
か
れ
て
お
り
、
幕
末
・
明
治
期
の
文
人
画
が
、
大
雅
や
田
能
村
竹
田
の

時
代
と
比
べ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
衰
退
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
画
面
右

上
に
「
風
雪
和
林
乙
丑
嘉
年
夕
学
王
逸
少
畫
法
於
対
山
楼
上　

日
小
年
」
の
墨
書
お

よ
び
「
山
静
似
太
古
」（
白
文
方
印
）
お
よ
び
「
日
長
如
小
年
」（
白
文
方
印
）
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
年
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
で
あ
る
。
同
じ
く
、

対
山
の
《
雪
中
淡
彩
山
水
》（
絖
本
墨
画
淡
彩
・
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学

部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
57
、
58
、
59
、
60
、
61
】
も
ま
た
、
ま
こ
と
に
上
品

な
作
品
で
、
枯
淡
と
で
も
い
う
べ
き
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
墨
色
な
ど
、
明
治
期
文
人

画
の
代
表
的
な
作
例
で
あ
る
。
画
面
左
上
に
「
寒
光
雪
峯
乙
丑
寿
秋
写
於
対
山
楼
上　

日
小
年
」
の
款
記
か
ら
、
制
作
年
は
同
じ
く
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
で
あ
る
。

続
く
印
章
は
「
日
長
之
印
」（
白
文
方
印
）
お
よ
び
「
小
年
」（
白
文
方
印
）
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
作
品
に
つ
い
て
、
文
人
画
の
形
骸
化
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
不
遜
と



四
六

図53　日根対山《風雪和林図》

図54　日根対山《風雪和林図》（部分）

図56　日根対山
《風雪和林図》落款

図55　日根対山《風雪和林図》（部分）



四
七

図57　日根対山《雪中淡彩山水》

図58　日根対山《雪中淡彩山水》（部分）

図59　日根対山《雪中淡彩山水》（部分）

図60　日根対山
《雪中淡彩山水》落款

図61　日根対山
《雪中淡彩山水》印章



四
八

い
う
一
語
に
尽
き
る
。
美
術
史
家
は
、
ま
ず
自
ら
の
目
を
洗
っ
て
作
品
に
向
か
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
対
山
ら
に
見
ら
れ
る
中
国
の
影
響
を
振
り
捨
て
た
日
本
の
近

代
美
術
は
、
洋
画
お
よ
び
日
本
画
を
問
わ
ず
、
全
体
と
し
て
眺
め
る
と
、
中
国
及
び

日
本
と
西
洋
と
の
、
い
わ
ば
東
西
五
分
五
分
の
折
衷
で
は
な
く
、
八
割
以
上
は
西
洋

に
傾
斜
し
た
内
容
に
な
っ
た
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
岡
倉
天
心
（
覚
三
）
が
、
洋
画

を
嫌
っ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
も
は
や
時
代
は
西
洋
化
を
急
速
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
時
代
の
変
化
の
中
、
伝
統
を
引
き
継
い
だ
森
二
鳳
（
一
八
一
九

－

没
年

図62　森二鳳《釜開き之図》

図63　森二鳳《釜開き之図》（部分）

図64　森二鳳《釜開き之図》（部分）

図65　森二鳳《釜開き之図》（部分）

不
詳
）
の
《
釜
開
き
の
図
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・

九
三
、
〇
×
二
九
、
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関

西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図

62
、
63
、
64
、
65
】
で
は
、
焚
か
れ
た
釜
の
湯

気
と
と
も
に
大
勢
の
人
々
が
上
方
へ
向
っ
て
ゆ

く
。
釜
の
側
面
に
は
「
二
鳳
大
酔
釜
（
カ
）」
と

墨
書
さ
れ
、
釜
の
縁
か
ら
赤
い
炎
が
立
ち
昇
る
。

渋
い
灰
色
を
暈
し
て
描
か
れ
た
釜
の
描
写
に
は

独
特
の
味
が
あ
る
。
二
鳳
は
、
大
坂
ら
し
い
戯



四
九

画
的
な
作
品
を
数
多
く
制
作
し
て
お
り
、
そ
れ
は
耳
鳥
齋
、
岡
田
米
山
人
、
上
田
公

長
、
玉
手
棠
洲
（
一
七
九
五

－

一
八
七
一
）
ら
に
繋
が
る
大
坂
画
壇
の
も
う
一
つ
の

系
譜
で
も
あ
る
。

　

続
い
て
、
近
江
出
身
で
、
大
阪
で
も
活
動
し
た
深
田
直
城
（
一
八
六
一

－

一
九
四

七
）
の
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
作
《
荒
磯
周
魚
図
》（
絹
本
著
色
・
一
二
八
、
五
×

五
六
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
66
、

図66　深田直城
《荒磯周魚図》

図67　深田直城《荒磯周魚図》（部分）

図68　深田直城《荒磯周魚図》（部分）

図69　深田直城
《荒磯周魚図》落款



五
〇

67
、
68
、
69
】
を
紹
介
す
る
と
、
激
し
い
水
の
流
れ
の
中
、
勢
い
よ
く
泳
ぐ
三
尾
の

鯛
を
描
い
た
遊
魚
図
で
あ
る
が
、
大
胆
な
構
図
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
画

面
上
部
の
岩
に
打
ち
寄
せ
る
波
濤
の
表
現
が
観
者
の
目
を
惹
く
が
、
そ
の
右
端
に
「
昭

和
九
年
孟
春　

直
城
」
の
墨
書
と
連
印
に
さ
れ
た
「
孝
印
」
の
白
文
半
円
印
お
よ
び

「
直
堅
」
の
白
朱
文
円
印
が
見
ら
れ
る
。
箱
書
（
表
）
に
は
「
荒
磯
周
魚
図
」
と
墨
書

さ
れ
て
い
る
。
直
城
は
、
二
十
五
歳
の
と
き
に
大
阪
に
移
住
し
、
爽
や
か
な
山
水
図
、

と
り
わ
け
魚
類
図
な
ど
を
中
心
に
活
動
を
続
け
た
。
迫
力
と
い
う
点
で
、
今
ひ
と
つ

目
立
た
な
い
絵
画
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
写
実
的
技
術
を
身
に
着
け
て
お
り
、
明
治

初
期
の
写
生
派
を
跡
づ
け
る
に
は
格
好
の
作
品
で
あ
る
。
膨
大
な
作
品
が
遺
存
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
は
ま
っ
た
く
進
ん
で
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
大
坂
の
画
家
た
ち
が
忘
れ
ら
れ
た
理
由
を
挙
げ
る
と
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と

岡
倉
天
心
の
美
術
批
評
の
価
値
観
が
、
明
治
以
降
の
美
術
史
学
及
び
美
術
批
評
に
決

定
的
な
影
響
を
与
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。
天
心
ら
は
、
近
代
的
に
脱
皮
し
た
狩
野
派

（
狩
野
芳
崖
、
橋
本
雅
邦
）
ら
を
高
く
評
価
し
、
伝
統
に
連
な
る
中
国
的
文
人
画
を
批

判
し
、
写
生
の
立
場
に
立
つ
円
山
派
・
四
条
派
に
つ
い
て
は
、
円
山
応
挙
は
と
も
か

く
、
多
く
の
四
條
派
画
家
た
ち
に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。
天
心
の
評
価
か
ら
滑
り

落
ち
た
画
家
た
ち
の
中
に
、
大
坂
の
四
條
派
・
文
人
画
派
の
画
家
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
西
山
芳
園
（
一
八
〇
四

－

一
八
六
七
）

の
《
檀
黄
梅
鶫
》（
紙
本
墨
画
淡
彩
・
一
二
五
、
三
×
四
九
、
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

図72　西山芳園
《檀黄梅鶫》落款

図70　西山芳園《檀黄梅鶫》

図71　西山芳園《檀黄梅鶫》（部分）



五
一

関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
70
、
71
、
72
】
で
あ
る
。
四
条
派
風

に
大
き
な
余
白
を
用
い
て
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
花
鳥
図
を
描
い
て
い
る
。
画
面
中
央

に
小
枝
に
止
ま
る
鶫
（
つ
ぐ
み
）
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
少
々
物
足
り
な
い
と
感
じ

さ
せ
る
の
が
、
江
戸
後
期
の
写
生
派
、
と
り
わ
け
大
坂
の
四
条
派
で
あ
る
。
し
か
し
、

磨
き
抜
か
れ
た
技
法
の
冴
え
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
画
面
左
下
に
「
芳
園
」
の

墨
書
と
「
元
成
章
印
」（
朱
文
方
印
）
お
よ
び
「
芳
園
」（
白
文
長
方
印
）
が
見
ら
れ

る
。
芳
園
の
子
が
西
山
完
瑛
（
一
八
三
四

－

一
九
〇
五
）
で
、
完
瑛
の
弟
子
が
武
部

秋
畦
（
生
没
年
不
詳
）
で
あ
る
。
秋
畦
は
武
部
白
鳳
の
兄
に
あ
た
る
が
、
そ
の
経
歴

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
武
部
秋
畦
の
《
桜
下
美
人
》（
絹
本
著
色
・
一
一
一
、
二
×
四

八
、
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
資
料
室
蔵
）【
図
73
、
74
、

図73　武部秋畦《桜下美人》

図74　武部秋畦《桜下美人》（部分）

図75　武部秋畦《桜下美人》（部分）

図76　武部秋畦《桜下美人》（部分）



五
二

75
、
76
、
77
、
78
】
は
、
的
確
な
線
描
に
よ
る
あ
っ
さ
り
と
し
た
人
物
描
写
で
、
大

坂
四
条
派
の
作
風
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
画
面
右
下
に
「
先
々
師
芳
園
翁
図
秋

畦
寫
」
の
墨
書
と
「
武
部
豊
印
」（
白
文
方
印
）
お
よ
び
「
秋
畦
」（
朱
文
方
印
）
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
芳
園
の
写
生
的
な
美
人
図
に
倣
っ
た
作
品
で
、
師
か
ら
弟
子

へ
と
継
承
さ
れ
る
四
条
派
の
粉
本
主
義
を
裏
づ
け
る
絵
画
で
あ
る
。

　

大
阪
の
近
代
画
家
と
し
て
は
、
菅
楯
彦
と
も
懇
意
で
あ
っ
た
奥
谷
秋
石
（
一
八
七

一

－

一
九
三
六
）
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
《
淡
彩
旗
亭
山
水
之
図
》（
絹
本
墨
画
淡

彩
・
一
二
三
、
八
×
四
二
、
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
関
西
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史

資
料
室
蔵
）【
図
79
、
80
、
81
、
82
】
は
、
呉
春
を
写
し
た
作
品
で
あ
る
。
四
条
派
の

典
型
的
な
山
水
図
で
、
大
木
の
そ
ば
に
茅
屋
が
あ
り
、
家
の
中
に
は
種
々
の
道
具
類

が
見
ら
れ
、
二
人
の
中
国
人
物
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
画
面
左
下
に
「
秋
石
道
人
」

の
墨
書
と
「
拘
印
（
カ
）」（
白
文
方
印
）
お
よ
び
「
秋
石
」（
朱
文
方
印
）
が
見
ら
れ

る
。
秋
石
は
、
大
阪
生
ま
れ
で
森
寛
齋
に
師
事
し
、
京
都
で
も
活
動
し
た
。
箱
書

（
表
）
に
「
淡
彩
旗
亭
山
水
之
図　

呉
春
模　

秋
石
筆
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
秋
石

は
菅
楯
彦
と
も
交
流
が
あ
り
、
大
阪
と
京
都
で
は
知
ら
れ
た
画
家
で
あ
っ
た
。

図77　武部秋畦《桜下美人》（部分）

図78　武部秋畦《桜下美人》落款



五
三

図81　奥谷秋石《淡彩旗亭山水之図》（部分）

図82　奥谷秋石《淡彩旗亭山水図》落款

図79　奥谷秋石《淡彩旗亭山水之図》

図80　奥谷秋石《淡彩旗亭山水之図》（部分）



五
四

お
わ
り
に

　

日
本
社
会
の
近
代
化
に
伴
う
西
洋
文
化
へ
の
憧
れ
は
、
画
家
や
彫
刻
家
ら
の
芸
術

家
の
み
な
ら
ず
、
美
術
批
評
家
や
美
術
史
研
究
者
に
も
見
ら
れ
、
日
本
美
術
に
つ
い

て
の
批
評
や
研
究
の
対
象
が
、
中
国
的
な
要
素
を
含
ん
だ
美
術
作
品
で
は
な
く
、
と

も
か
く
も
、
西
洋
美
術
の
影
響
を
受
け
た
作
品
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

た
西
洋
志
向
に
基
づ
く
研
究
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
代
に
至

る
文
人
画
及
び
そ
れ
と
関
連
す
る
絵
画
が
、
著
し
く
低
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
、
評
価
を
下
げ
ら
れ
た
の
が
、
比
較
的
中
国
的
な
要
素

の
強
い
近
世
近
代
の
大
坂
（
阪
）
画
壇
の
絵
画
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
大
坂
画
壇
の
作
品
群
が
、
水
準
の
高
い
絵
画
だ
と
主
張
す
る
つ

も
り
は
毛
頭
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
絵
画
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
展
開
さ
れ
た
日
本
美
術
史
の
裾
野
を
支
え
た
作
品
で
あ
る
。
彼
ら
の
名
前
は
、
各

種
の
辞
典
類
や
伝
記
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
同
時
代
の
一
級
資
料
で
あ
る
こ
と
も

ま
た
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
つ
て
、
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
は
、『
日
本
美
術
史
』
講
義

に
お
い
て
、
日
本
美
術
史
を
峰
伝
い
に
記
述
し
て
、
抜
き
ん
で
た
画
家
の
み
を
採
り

上
げ
た
。
始
め
て
述
べ
ら
れ
た
日
本
美
術
史
と
し
て
は
、
細
か
い
裾
野
を
記
述
す
る

必
要
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
以
後
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、

山
頂
（
峰
）
を
支
え
た
裾
野
の
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
裾
野
を
知
っ
て
初
め
て
、
山

頂
の
意
味
が
理
解
で
き
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
忘
れ
ら
れ
た
大
坂
画
壇
の
研

究
の
意
義
が
そ
こ
に
あ
る
。

註①　

水
田
紀
久
『
水
の
中
央
に
在
り
―
木
村
蒹
葭
堂
研
究
』

②　

拙
著
『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
―
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア
美
術
史

の
構
想
へ
―
』、
醍
醐
書
房
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
二
四
七

－

二
四
九
頁
。

③　

高
島
屋
蒹
葭
堂
会
主
催
『
蒹
葭
堂 

遺
墨
遺
品
展
覧
会
』
出
品
図
録
、
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
十
一
月
、
巻
頭
図
版
。

④　

松
浦
清
「
墨
梅
図　

木
村
蒹
葭
堂
筆
」
解
説
、『
特
別
展
没
後
二
〇
〇
年
記
念
―
木

村
蒹
葭
堂
―
な
に
わ
知
の
巨
人
―
』、
大
阪
歴
史
博
物
館
編
、
平
成
十
五
年
（
二
〇

〇
三
）、
一
七
八
頁
。

⑤　

橋
爪
節
也
「
茘
枝
小
禽
図
」
解
説
、『
特
別
展
没
後
二
〇
〇
年
記
念
―
木
村
蒹
葭
堂

―
な
に
わ
知
の
巨
人
―
』、
一
七
七
頁
。

⑥　

拙
著
『
耳
鳥
齋
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
―
江
戸
時
代
に
お
け
る
大
坂
の
戯
画
』、
関
西
大
学

出
版
部
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
参
照
。

⑦　

拙
著
「
林
閬
苑
研
究
―
大
坂
画
壇
の
奇
矯
の
絵
師
―
」、『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉

研
究
』
第
九
号
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
六
）、
一
七

－

三
五
頁
。

⑧　

前
掲
書
、『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
』、
二
六
四

－

二
六
八
頁
。

【
付
記
】　

本
研
究
は
、
平
成
二
十
七
年
度
関
西
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
特
別
研
究
費

（
な
に
わ
大
阪
研
究
）
に
お
い
て
、
課
題
「
文
・
社
・
情
連
携
に
よ
る
地
域
文
化
資
源
の

発
掘
、
デ
ジ
タ
ル
化
お
よ
び
地
域
活
性
資
源
化
―
Ｄ
Ｃ
Ｈ
構
築
に
よ
る
地
域
研
究
ハ
ブ

形
成
の
実
践
―
」
と
し
て
研
究
費
を
受
け
た
も
の
の
成
果
と
し
て
公
表
す
る
も
の
で
あ

る
。


